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がその時効過程で示す周期的な変調構造の初期から最終状態までの合金が作製された。 3000C ~400oC 
での時効後、試料は電子顕微鏡、メスパウアー効果、そして x- 線回折によって観測された。周期的
な変調構造の波長は時効時間の増加と共に増加し、得られた時間則の外挿によって過飽和国溶体はす
でに約33~ のゆらぎの波長を持つことが決った。時効の初期段階から、 L2。型の規則構造が周期的な
変調構造と同様に観測された。電子回折、電子顕微境像は同時に変調構造と規則構造の領域を含む微
小構造を示した。時効後期の段階で、その変調構造と規則構造はよく分離した不規則な析出物の構造
によって置き変えられていく傾向があった。又、変調構造すなわち二相分離と規則化の二つの過程の
共存が熱力学的理論を用いて議論された。
論文の審査結果の要旨
この論文は、合金の相分離における一つの形式であるスピノーダル分解過程、すなわち過飽和合金
固溶体中の濃度のゆらぎが安定化して行くことによって進行する、微細な規則的な層状分離過程に関
する実験的研究である。同君は Fe-Be 合金を例にとり、メスパウアー効果、電子顕微鏡、電子回折、
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X線回折の技術を駆使して、分離過程の極めて初期から終段に至るまで精密に追跡し、次のような新
事実を明らかにした。
第一に、時効過程における外挿法によって時間 O 、すなわち時効以前における合金中の濃度ゆらぎ
の寸法が約30~ である事を明らかにし、相互作用ポテンシャルの仮設からその大きさの妥当性を示し
た。またこの合金は相分離と同時に原子の規則配列を示すので、規則化領域と相分離構造(スピノー
ダル組織)との関係を初めて明らかにした。その他のいくつかの成果を併せて、考えるに、この論文
は合金の研究に新らしい知見を加え、この領域に大いに寄与するものと結論される。
一 308 -
